
〇 〇 〇 〇
特 公 軽 都
定 募 油 市

平 調 型 引 計
成 達 プ 取 画
十 道 契 道 ロ 税 支 法
四 公 約 教 ポ 免 に庁
年 安 に 育 ー 税 よ

公九 委 係 庁 ザ 証 る

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
公 北 北 都 道
募 海 海 市 路
型 道 道 計 の
プ 分 の 画 区

支 ロ 公 別 公 指 事 域
ポ 収 定 業 の庁
ー 集 金 の 変

告 ザ 促 融 事 更

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 公 建 知 特 道 土 土
共 共 設 事 定 営 地 地
測 測 業 権 調 土 改 改
量 量 者 限 達 地 良 良
の の に に 契 改 区 区
終 実 対 係 約 良 の の
了 施 す る に 事 定 役
の の る 保 係 業 款 員

第

〇 〇 〇 〇 〇
土 北 大 公 一
地 海 規 募 般
改 道 模 抽 競
良 補 小 選 争
区 助 売 に 入 告
の 金 店 よ 札
役 等 舗 る に
員 交 立 道 よ

号

毎
週
火
・
金
曜

月 員 る 実 ル の 告 開
二 会 落 習 の 亡 発
十 告 札 船 実 失 行
四 示 者 管 施 の 為
日 等 理 届 に

の 局 出 関
公 告 す
示 示 る

工
火 事

の
曜 完

了

示 ル 告 進 表 機 業 （
の 計 関 計 二
実 画 及 画 件
施 び の ）

収 変（
二 納 更
件 代 の
） 理 認

金 可
融
機
関
の

通 通 監 安 る の の の
知 知 督 林 落 工 変 就

処 の 札 事 更 任（
二 分 指 者 の の 及
件 定 等 完 認 び
） の の 了 可 退

解 公 任
除 示 の

届
出

の 付 地 有 る 示 目
退 規 法 財 道
任 則 第 産 有
の に 六 財（
届 定 条 土 産
出 め 第 地 （
る 一 ） 土
申 項 の 地
請 売 ）（
書 変 払 の
等 更 い 売
の ） 払 次
様 の い

日
発
行

日 一
部
改
正

（ （
廃 公（ （

地 棄 園 道
域 物 下 路（
政 対 経 水 整
策 策 理 道 備
課 課 課 課 課

（ （ （
土 土 土（ （

建 建 地 地 地（ （
設 設 建 資 改 改 改
部 部 設 源 良 良 良（
総 総 情 治 管 指 指 指
務 務 報 山 理 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

式 届
の 出
一
部
改
正

（
土
地 （
改 地
良 域（ （ （
指 農 産 管 管
導 政 業 財 財 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一 一 一
七 七 七 七
六 五 五 五

に

５
札 北倶虻北札付

入入納

道証る
者 海知田海保す

後―倶後金こ
は 道安郡

志１知志と
、

） ） ） ） ）

一 一 一 一 一
七 七 七 七 七
三 二 二 二 一

３４

海話札余余

入虻北電入

心郡道番執市市

破札田

余

者得倶後号行―郡

産
で書知志の１
場市 復、安支

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
七 七 七 六 六 六 六 六
一 一 〇 九 九 八 八 八

２

件知札の一 物余倶入次

－ 番参ず競 市安にい般

すに入 号１１加れ争 －

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
六 六 六 六 六 ー
八 五 五 四 三 ジ 印刷

１ 北

次 海

の平入 道

と成札 告

に お 示

り年付 第

一９す

般月る

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
一 遊
般 技
競 機
争 の
入 道 認
札 警 定

し 庁町同

札 支安合。
入

条３

う 市１舎

よ 余北庁

る 庁２１

す 同東階

と 合

の 階議

額 ２目会

金 舎丁

会室

議
室分

所町

を約北総朝 － 権契町庁

日

な項条部町 － 得条１務

いそ東会

－

管内 他丁課１

者の２計

係財線 関目
書係

類

該に 余倶２るも札

示
を

に当係 所市知番者
必しる 町安

い約 川北 在要な契 梅町
条資者を 町３な
格と締 地東す結

目。る 番２丁るす 番５

面力
能

土 競 号

札び

入及

争日地

告

財
有

道時

り日

よ札

に入

産
土

の 察 及
実 本 び
施 部 型
に 告 式
関 示 の
す 検
る 定
公 等
告 の

告
示

入
の

額
の

上
以

５
の

一 札

六 保

三

を

所
場

す

入
を

金
証

有 積

し
な

入成成者 平平い

）
札年年

執月月

り
売
を
）

地

午午 行日日

示

札

堀
事
知

道

。海

う北

払

２ 日

前後

道
に

前
始

開 時時

時

也
達

分 一 一
七 七
九 六



募画内 の平公区稚 次

１
に番－ と成

号１ お

る所稚目 公９す

り年付

募月内 土 抽市 選日地

北 海

北
海
道 なそ入る

告 おの入札申。

示 、他札は込

第 傍に、者

聴参無及

の加効び

号

付るす札

受すと落

道 公 報

９

札

札札場

日入入入入会

の

出出執執に

か札札提提

加加期場行行お

ら参参

公て

日申希限所のをい

内書者開開傍

以込望公

）のは平北す聴

第

落道な約契契

を契

７８

札 め約にお者約約

認契

作の

者 な保納、が書書

約付成作

が い証付契納

のる者しの成

契 も金す

否要

を とこがた要を

約

すと当契

号

おる便

なす郵
属

６

平、。又

成落は
十札電
四者報
年がに
九

に及こ番 在 契よ

ま よび
日番３ 道選り り抽地ど

目地

地宅 産
財時丁 有

）面 地
土

積 を
売

必な

定に。が

は者る者

り資合

なな場

に要い

員

札

終な入

第の、

次格は

し者

るの加

す者参

了い

の受

ま提、成海るの
。

道 で出次

志、を

に期に年後で付

指限よ

庁札う

定及り月支入行

のび所

務傍の

場場定日総のも

所所の
）会をす

に入金部聴と

課望。

入参計希る

納札

約及し

締

る申管す

す加

し 。契保び、

結 る。該

うに金金金

よ約証代代

すめ、払知

と定は支は

と義に法が

るる道方事

すす

はの属行

き務帰発

約行。納

契履るる

、不

月約る

二を入

十締札

四結

日

き
と

い
な

し

火

、
は

曜

該
当

売 払
り）

う

払 。

北

価 海

成後

抽平午 事
知格円 道

１ 堀

選年時

と

及象

札対

入を

た等

日

契

関意

に随

札て

入し

び

る

にう

件行

条を

る約

す

。をは

と書係者

こ込財

こ行

る執

す札

出入

提、
の

。刻

と時

由知

額理通

金を入

前
分

に書

の

契に

をり の

約よ 分

解、

額

れの の

さ定 上

除指 以

き 契

と日 の

た期

日

札
入
た
し
付

納
が

者
札

落

達月 は
金
証
保

応

７

也時日

募提提受つ資

応買一募

場定区者

者出出予の格
に２

、限所者画が

は期

たあ

しも

反と

違こ

次の

稚北電公稚北公

４５６
抽

募内海話募内海募

応

末宗選

要市道番抽市道

谷の広谷申

領末宗号選

、広

場４支込

入
に
で
ま

契４支

北調北合買払

権地場支

受移海査海に受わ

買を

がけ

者転道を道は者な
れ

はしはしは、

、、、、、売

結

当締 証

、約 保

は契 約
３

金該
応買ば買事

結応れは

締
の募募受な受務

す募応

を

能条区区者ら者所

る

い、兼

力件画画はなは

で

２
帰
に
道
、

を数の、

込
方 す申

地 募募
応応、

決つ名

にに
治 者日

自 る

上

よ平稚北電定い以

に

法、い

り成内海話方て

市道番 所

谷募と

定年末宗号応る

広 の

資き 公月４支

格は 丁庁－ 募
抽日目総者、
が公 － 選２務

申水－部１開
名の 会 込）

の抽 書計

所丁庁書

条目総目２の － 約丁庁

２号提

そ－部－会出 － 項２務

議期 会 の

室限

線 係管び 内 関課及

他計

所

書財場

類係

を

土又買又買払かば
す

示
ら

地は受は受地らな

が買まな

の売者所者の

対の土戻でい

引払に要

しにし報地しの。

渡地

引す件

の権、告のを条

を

違

かのか求渡るに

日利

るのと反

ら設らめしこ
た

年をまこ日がし

５定

土。土ね
以しでとかで

住

し、更地地た

有は変
世、引引宅

な１はのの

しし含

者帯応渡渡を

い
及募

受日日。

び１のののむ
らの

産業付かか）

破事

で）間５５建

者者期ら
に間以工

復に内年年設

て
行 要い

施 必お
法

権つ

資、
令 な

道
和 海

昭 格北
を
第 所

令 住
政 に

年 内

管きに 内 を課と選

号 有

、り

出財はよ 線 提
す係

そ買 る

者

。を定

と者予

この受
る

者す
定定

予決
受を

買

内てのがらきと

所
場

と

年。は

には条で５るき

海らのる以、

北な件き

い行に海

道な履。内北
道

の

をら定

認況かが

承。状

め

を
いすで金

な認まる

得確

内事
、た条を

でるの額

得１っ売にを

をき限、
行地払了

な区て払売完
にな

者とうを地し

い画

でるときおけ

）すこ引
できるば

な。が続けれ

る宅己ら

こき住自な

い

。

地有い

。。用所な

と

個
第 る

） す

との

人
海の
北４

はの
又条

一道規

六内定

四

し。

所す
業当
営該

にに

約

売め件違

、
し

定
決

て

時反と

地随違金

払、に

住

有実たて

所にしし

の

供
て宅

し

有者
をる

け又

な舗

さ店

す
人を

法約
る契



変平変営

平 変更成更業

成 す権 更の

十 後年年る譲

四 ）月９理渡

年 日月由の

九 東株神１た

北 海

大名株東変大代

氏は
模者更

規式京更規表変

社港た小の前

模会都し
店名

売ジ区事売氏）

小
舗ー本舗株

店ェ六項

道 公 報

域１１

平届

の月
生

規イ磯

活日成出大ダ上

事 環ま

小ー上

境で年項模エ郡

北月概売上磯

のに９の
要店磯町

保
持海
の道日舗店七

第

規 北

大模な 海

規小お

お

道

模売、

抽いな

告

小店同

選てお

示

売舗法

を傍、

第

店の第

公聴傍

開の聴

舗設８ す受の

立置条 号

のを付地者第

る付受

号

約る選

契契す抽
行

８９
開

作当入公

書に納の

約

に

要て書

のっ知

成た通

否は

月 京式戸日め

二 都会市

十 港社中

四 区ダ央

日

中

園ー島

公エ港

芝イ区

丁代町

２

火

４取丁

目表４

曜

・木に式
１役１

番締目

ー丁い社

設イ二お会

を

エ２小ィ

す・目てデ

置
の５業・

者ル番売ー

る

パ

名表行イ

氏代号をハ

役のマ

は締者ー

又取う

名浜

た渡の重
称氏ー

名

慮庁及丁

配支称４

め島
す商び目

べ工所

観号

事働地１

き労在番

２
て到

いに
つ課

に光
項

、う定ら項

で行は法か

に成出規

抽も員平届の
事定

選の
のとな
次法の基

傍すり年項に
更き

を。第律変づ

聴る

に、

希終第

望了

るる）い該

すす号つ当

約り

及契よ

者。第て大

支作定

金を指

代書、

び

に

法る所

方す場

払成の
、一

して
とい

のお
も

日

木
高１

号番

は代

び内又

及中名ト

夫 及締

並称取

所潤名表

住

田

人所山

法住

にび役

び
て法史

っに康

あび

に並

有よ
をる

見す
意着

は人

知

者出道

る提海

すう北

面と堀

書こ
、る事

はす

は６届規
りき
よで
にが

あ売

抽第が小

、条出模

刻のた舗

時項っ店

選１
定設

の規。を
者

まりる

前よす

分に置

売括

抽のそ

に次が

で、

契す
は入

金納
代て

買し
時
同
と。
結と
締こ
約る

定農第 指
２

北
に

業

代に

の興） 件法振号 要

のて

者っ

表あ

農

１

第
政

本
事 号

業 平 様

実 成 式

也

成。
平る達

施

を

年
北

昭次農 海

の平政 道

よ成第

和
告

う 示年
に年号 第

改９様

北
海
正月式

地

場り辺

会お周

選との

に大
縦午

の月

成日覧前 日 北北縦平祝
に時９ ま 海海覧

で 道道期

すか を 経渡間年関間時

２３
発
が
道
海

済島９

書覧

出成出縦

届平届

年
月縦

日９の所

月年等場

整る
のめ 要域定 概地に

地
す興 令関振

に業
備農

備
律整
法域

る

年

和画
昭計

第性 小 条要

３必 度 第の

５リ 第期 、長 項模 ２規

道

整 項場 １農 第ス 条ー

を す 号告

よ

第。の

示る日次
う
改

に 号

除

金
助

補

。 道

る 海

め 北

法午 く 部支月るら

。 地庁
産工５ ） 域商日律後

業労火昭時

課働）和

分 観か
成律

課平法で

光ら年ま

第
年

日
９覧

号 １

策

律
法

年 等

一
六 定

五

事 モ 第備 、

年

年

デ
実主 業施 事 ）実 ル 条業

画
計名 施体

北 定
に

則
規

付
交

等

績
実 等
書

事 請

知 申

道 る

海 め

） 月

の

堀

に
定
規 日

並
日 で休 まる ）す 金

日に 曜び 日

様書
）

日 日
月月 土月 、

部

也 一
の

達 ）
式

年 国翌 びら 及か 日日 曜
民



５
場農 月 営農修

経修研
研

の定定

テ選選

ルの場

カ

北 海

４
の準

容基月 内入
修受

研
討研

検・

道 公 報

協

注議開

織催月

組開
の催

）会

第

３

２手い のい担 ２担
策対 の設 対手名

議協 に立 協策

号

地 平年 域 成

４ 農 十
月 業 四
１ マ 年
日 ス 九

修

内
討

検

討

討検 日 検の

討
検

の
ム検 ラ

グ
ロ

プ日

す
付

月添
を日

図 年

内
討

基

内
討 。

と
こ ）る 日検

開の月 くの会 づ会議年

業
農） 成称 域日 催構 地

ン名

ラ
プ構 ー

タ
ス氏

マ
付 タ 月

け ー 二

農 プ 十

調 ラ 四

第 ン 日推
進

実政
業農

事号

火

要長
施部

曜

容

備
囲

範
集

参
容

知
領通

囲
範

集
参

容

備
囲

範
集

参

備
名

職 員
・

属
成所

備

日

考

月
年

成第
平）

第
政
農
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の

、

所ら也

場か

置達 区

北

土定認平同 海

款平成 道可 地
の成 告改年 変 示良

月 更年 第法
を９日

認月

同

同同同同同同同

円円

同同退

円

同同同同同同 同同同同
任

同同同同同

別任

退
就の就

同同同同

項 退成

就平

任

土 号

分 津改規 篠小追地日 の

土 央事に 町町 中良定 平

公 地の 地地り 土業よ 土
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除
は
日

曜
日

び
及

日
曜

土

務

庁あ業

公でか

ジ
ー

く

。事

民と従

はこに

又る
体き

団で

間

一等る

七と者

四

事
り

に以

業名

事２

本が

絡
連

に
前
事
り

絡
連

に
前

似確

類上

は
間

時
付

交
。

業る

事き

るで

す保



平
成
十
四
年
九

北 海

平免の 次成
平

の

税種 軽年成

油５
９証類 引月年

取

記番 税日月

免以
税降日号

道 公 報

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

第

事 北

都は 海

、平 道

完成

市
胆計
了 振画
し年 支

た９

法
庁

。月 告昭
示和

日 第

号

は

の画次細

そ企１詳
る

画

書を企

案査、

他提審
関う提

に行

月
二
十
四 ４３日

舶舶

船船

火

曜

し
つとび号 に効

及 証無
、業種

は。
てた枚数 い

間 用

期 使
油効

軽有 税
免

含の番

に者び

支

勇ち勇吉平

ま住号

庁 払払田成

郡郡
町月

来来己５

早早勝年

町

公

源 海源日

字 北字７

９年
号 支

第
律

法
号 庁

第
）

第
条

告

明

ると説

すこ案

海 １

北

）よ

リるに

アあ書

ヒが
う。

行と

をこ

グ。る

ン
画

企

日

萌川萌川

留中留留中留

高油高油

萌萌 市石市石

町事町事 営営 砂商砂商

丁式丁式 業業

３株３株
北留

社所社所

目会目会

ら海免売地 か北

者

北留

失留者 証及 亡道業 税）
住 た支記氏 し萌の にび

さ所 旨庁載名

れ名 の長

が販在） 出真た称 所 申

胆

武 道武

っ免交支 あ鍋

胆

建 振番告
の
庁第 ３地 支指 －
副

長号 、
庁２ ち
支－ う

規

胆 の

道 項

ち 井う
の 角

振

示

務 次

事 る

長 よ

庁 に

支 定

案
提

に
為

行
発

理 開

代 の

、
は
合
場
る
あ
数
多

が
者

道庁

支支 海海 萌萌 類
書

道庁
とロ業実

以セこプ

キア

確業ト。ポ務施

上事ン
上ザ行制

保に以ー遂体

証付名 の
た俊税庁

で従

２
、
で彦

消

加プ
参アイウエオカ

像ー費

要ロ経道映映デ

法制やタ税

件ポ営内像

ザ況人作写ベ相

及ー状

由、

び

美
う
子の

１

工
る

す
関

限
期
行
履

容

要内 務 概務

務業業

業

と成
の平
次

よ
に
み
の

名

お

でル能及

ロ月
プ９
り年

選実

るす、の力び

き事

基ス

と全規定施

こる新
者者ジ

働用準ケ

。労雇

が

占人ル

に１ー

数のュ

ー当

新の当

る均妥

め平

びのス額

選ル、又及真

営道映撮のを

定の経は

準加規内像影シ控

基参

関テし

要模に関にス除

お業産すムた

件に営連
に経計事

い拠業る設総
関費

契を関験に業

て点
のする知すに

約有すと

等に撮平

履る知識る占

映ベになお影成

振をタ

地
域しー保おけを
う２

な出ス存、る行年

ケ像も月

らしをしロ映

でた構た

は写築映ー関の
者す

の真し像シ係と日

自を、資ョ

。）

然選複料ン等る金

がを致ニ

、定製集誘の

映像お町

ロ映に市
風の

・料る、

ー画資け村

ケ
レをィ光

ョテ集フ観

シ
番成ム会

誘ビ作ル協

ン
等るコ写

推組す・、

致
ロとッ愛

ツのこミ真

進
ー

ポ
請
要

を
出

提
の
ル
ザ
ー日

る

雇労あ

規実で

。
る

す

業。

失数と

の日こ

用働
数画
者計

一 の）

七 割が

五

経め

おね
、む

がお
合お

に人を有験る

行法識を
して知件

支で有しと人
をの

のるてい識費

障あ
いとるこ有割

なこいる
と。てが

こ。ことし合
む

こお
るお

。。い、

と

ズ

土上可作活ー

。ね
と

項なすにに

、、能成動
。立っ

観目形る役沿

景

映、

街ににつて

、別式

資存

み理り像既

並整よ

料写

、、、

集真

暮分

とで

ら類
はる足

、検又す不

し、

団

北北ルケにシ好
文索

シりン体

海海作ーよョ

胆胆業ョ、機な

道道成

町のが

振振務ン市能ど
有

庁庁誘村集保

支支を

支す地をし

長副致や積
づ果い

務庁る域効て

事

に写

理動く的る

代長活
行関促真

角をり

お
上
ね以

む日
ーる

パあ

たす

ト
ン
セ

ー
パ める

化が

道の

祭能－、分

、可

内追

事な

外加

なデ

者す中

井う係進の
どー

役どたら

由になるか

際
つ域、胆

子立地め、

美



４

連

提提の手日契要関

そ
に語書情

出出他続本約
成を

所法お及作報

場方

使本要手

て日の入

いび

持

北 海

出ロ出

交参提提提プ提

表期場方ポ期

付加出出

書ザ

所明限所法ー限

場

持の平

のル

提平 交

道 公 報

ロ付

担北郵電フメプ交

クルポ期

当海便話ァー

号号シアー間

部道番番

振ミドザ

局胆

リレル 支

ス説平 庁－

第

利写被等
続

エオカ手
３

類像ー用真写

写分映デ

追選

選項制タ者の体

真

者ーの加定

定目作ベへ

考設やスア撮の

のの

号

イウ

平雇緊写

成用急真
十計地の
四画域選
年へ雇定
九

通る

に参用国否す

の用

言め

じ限る貨た

同にす

窓

び会

及照

。語の

。る

に出成に参提成

貨口

通

付

同又出 時同期

間じ限年じは期年

。郵限 は。並

、び月送並月

午に２び

９出留提

前提日書に日

）便場）

時場水郵出水
及後

ら及午に所午

か所

後方５るび５

午び後限

明成 － 地

書 域－－ 政の年
交９ 策室－付月 部蘭

期 地市

間日 ＠ 内
線 域幸
政町及
び火 策９

場） 課番

所か

号ら

築ーえ

え定写構ピ影考

視影度、

、撮ル方

方真

便、

、の利点

点者と視

等的が準

準門性基

基専

こ明

明地いが

が見高等

で反と確

確が

月適創

二合出

十性特

四別

日

事
進

推
策

対

火

の
業

曜

法ま

５法時。方時

条
諸

で
までで

時ま）

））

着着

）必必

日
で

ま
）

月

映なで

曜
日
び
及
日
曜
土

こ

これ。る

るさどあ

あ

こど

どるな

ないと

とて
。

ど
な
と。

。

日

と
こ
る
い
て

し
合

適
に

件

条務

。

北

遊の 海

技遊
の

道

機技
適

公

の機
正 所

安

認の
化 在

委

定型
等 地

員

及式
に

会

４５６７

契一一平契 落

約般般成約名 札

に の競競 金

相争争年関称 額

手入入度す

く
除
を
日

円方札札北る

１２３

。

札成札氏住

落実落平落
者

札習
に船を

氏

係若決年の名所

特丸し名 月 る竹定

北

次 海

の平 道

と成 教 提詳

お 育 出細

り年 庁

一９

さは

実

般月

れ、

習 たプ

のロ

３そプ

びに
関 じザ

同ー

に他ポ

告

型関
す 北

示

式す
る 海

第

のる
法 道
函道律

検技 号 館
市定術 公

原にの
和 美等上

昭

安

法 丁す格
年 ４関規

委
第 ６規適

律 目るに

員 番則合

決公道務海

をの海事北
育

し育担教

定告教を道

習る実

手実す庁

た庁当
理の管

管織船

船組習

続

示及
告称局

局名理

及函函

役三日び東館 日 定第た

の中所業浅

務種住工市
会３

称検式町

名間株野

び工社番

及査
数事

海式締

北一取
表

量代号

競 船 プロ

争日 管

入

ロポ

理

札

ポー

局 ーザ道

に 告 ザル教よ 示 ル説

育り 第

落

に明

４ つ書庁

札 号 いに実 てよ者

習

、こ決

はるを

船

ヒと定 管

て
し
と

者
業
事
加
参

。ル
れ
さ

定
選

し 会

和い）

号昭て号

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の

在
２所

第び

則等い

規業

実
庁村

育津

教
道役

地
号

し

石
長

局
理

管
船輔

習英

ア。

理

ン。

リた

局

グ告 を

示

は
に

者
た
っ

か
な

。
う

行
、

一そ

七の

六

４規。

第のう

知
通
を

旨

っ

第び行

）及を

号制） 。
る
す

雄
良

田

６業



検又代製う型式
３

平 定は造事成 申名又業遊遊 表

十 請称は所技技 者四

の 者及検の機機年 のび査所のの九

北 海

定

型式の概要検検検

２
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

事

要検検検検又代製う

申名又業 定表 定定は造

有 式請称は所 者 定の 型

所 番効の 試者及検の 年
月 験のび査

第

検又代製う型式の概

１

業遊遊型製 表 定は造事

請称は所技技 者

申名又

式業 の 者及検の機機

造

のび査所のの

号

、成
で平

の
た

同
第月

則９
規年

９

氏住を在種区 氏 条日

月 名所名行地類分二
十 愛豊代愛ぱ遊四 知丸表知ち技日

締名この

県産取県ん機
技定

古株役古遊認

名業
市会永市機及

屋式屋

火

村村型

中社野中び

曜

期 者

長豊長の

区裕区式

分名名号日号間

種区番
平第公

類

株 ぱ遊

示 成 式 ち技

の ん機ド会

日 年 このラ社

遊認ムサ９

成

技定クン月号平

機及ラセ

びッイ日

ル月

式ュー９

型シア年

行地

番氏住を在 期氏

の

株代愛

号日号間名所名

平第公愛
示知式表知 成

の県会取県

日名社締稲 年

古サ役沢 ９

市セ梅大

月号平屋ン市

成
中イ村矢 日

松

９丸ー義高

年区ア町

を在種区者 氏

月のル孝

所名行地類分名名

氏住

株

名

式

大株代愛ぱ遊
ん機に会

阪式表知ち技

締一このゃ社

府会取県

阪藤役宮遊認ん藤

大社

及ゃ事

市商市技定に商

央元陽びん

中事松丹機

三式リ

区町型ド

の
項

１
第

本夫ツのー

内 海

す北

示
公

り
よ

に
定

規
る

日

に

町町等

井井定

戸戸検
る

目目す

丁丁関

三三

第
条
６
第

地地則

番番規

ア 検

ら

にデか

等ド）

定ン日

第
則
規間

る年

す３

関ィ

内ア五

第
条
６

デ番

）丁ド二

日二ン十

ィ地

か目
ら
３番一

年

町井検ム

間号

関

目平に

丁下等

一字定

号規

４地る

番番す

１６

委
安

公

。道

第
条
６
第
則

イ
号
１

野
佐

長
員
委
会

員

表 定定は

検検検検又代

年有請称者 定の申名 定

う型式の概要

５

イ
号
１

遊遊型製型 表造事

代製

４

造 は所技技式 者
又業

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定

号
１

年有 造 技式請称 定

検検検検又代製う型

イ
又業遊 定表 定定は造事

請称は所技 者 定の申名 型製型

の概要
男

文

年有

月のび 番効の 者及

造式

日号間名所名

氏住 期氏

示京ミ表

平第公東サ代

成

の都ー取

日豊株締 年

島式役 ９

成東社里

月号平区会
池見 日

式業 の検の機機試

年袋

種区番 者 氏査所のの験

名行地類分名名号

を在

株 代愛ぱ遊

式 表知ち技

取県ん機雀会

締名このジ社

技定ン洋

役古遊認ャ三

びラ産

金市機及パ物

屋

業 機試者及

種型ダ

沢千

期 者月 の験のび 番効 式

号日号間名所

区番氏住

平第公愛株

分名名
株 遊

示知式 成 式 技

の県会 機雀会

日名社 年 のジ社

古三 認ャ三９

市物

定ン洋月号平屋洋

成 及パ物

千産 びラ産日

の 者及検の機
型ダ年種

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公愛株代愛ぱ

日号間名
示知式表知ち

平第
成

の県会取県ん

日名社締名こ 年

古三役古遊 ９

金市機

月号平屋洋屋技

成市物
千産沢千 日

号
番 者
験 式業試

年種種

名名
豊
丸
ど産
っ業

二

レ
ー社
ル会

！式
缶株

目
月丁治

９
日

３
ら号
か２
）番

一 年七 間七

求今のス

要区式イ
関

目に

丁等

二定６

池検
る

番す

１

今

式イ９区

６
第
則

号規

池

のス月

検
にか目

等）丁

定３日三

す３番

関ら９

る年

９区要区

６
第
則

規間号

池池

月今求今
１

か目目

）丁丁

日三二

３番番

ら９
年

ト
ッ

間号号

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



定

型式の概要検検検

８

造 技式定の 遊型製型定

の験番効 式業 機試年有

月

北 海

造事

検検検検又代製う

申名又業遊 定表 定定は

年有請称は所技 者 定の

所の 番効の 者及検の機

月のび査

道 公 報

又代製う型式の概要

７

業遊遊型製型 表 は造事

造 称は所技技式 者
名又

験 式業 の 及検の機機試

び査所のの

第

型式の概要検検検検

６

定の 遊型製型申 定定定

業 機試者 年有 造 技式請

月 の験の 番効 式

号

製う 平造事 成又業遊 十は所技 四検の機 年査所の 九

名名号日号間

区番期 者

平第公

分

株 遊

示 成 式 技

の 機西会

日 年 の部社

認警ニ９

成

定察ュ月号平

ー 及

ギ日 び
種 期氏

の月

式９

型ン年

名所名行地類

氏住を在

第公愛株代三ぱ

日号間
示知式表重ち

平
成

の県会取県ん

日名社締桑こ 年

古ニ役名遊 ９

新大機

月号平屋ュ市技

成市ー
中ギ井字 日

司谷

９区悠深

年村ン下

住を在種区番 者 氏

月烏

所名行地類分名名号
株 株代三ぱ遊

式 式表重ち技

会取県ん機西会

社締桑この部社

定察ュ

ニ役名遊認警ニ
ー

ュ市技

ギ

ー新大機及

深式

ン下型ン

ギ井字び

名

区番氏 期 者

司谷の

悠

第公愛

分名名号日号間

平 サ 遊

示知 成 ミ 技

の県 機玉ー

日名 年 の緒株
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